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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
嘴状に開閉自在な鉗子片が可撓性シースの先端に配置され、上記可撓性シース内に軸線方
向に進退自在に挿通配置された操作ワイヤを上記可撓性シースの基端側から牽引操作する
ことにより上記鉗子片が閉じられるようにした内視鏡用鉗子であって、
　上記可撓性シースの先端近傍部分に所定方向にカーブする曲がり癖が形成されて、上記
鉗子片が閉じる状態よりさらに上記操作ワイヤを牽引することにより、上記可撓性シース
の先端近傍部分が上記曲がり癖の方向と反対方向に屈曲するようにしたものにおいて、
　上記可撓性シースの先端近傍部分に形成された曲がり癖のカーブ方向に対し垂直の方向
に平面を有していて上記可撓性シースに形成された曲がり癖と同形状の曲がり癖が付けら
れた曲がり方向規制板が上記可撓性シースの先端近傍部分の内部に配置されていることを
特徴とする内視鏡用鉗子。
【請求項２】
上記可撓性シースが密着巻きコイルパイプにより形成されていて、上記曲がり癖によるカ
ーブの外周側に位置する部分の素線径が細く形成されている請求項１記載の内視鏡用鉗子
。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
この発明は、内視鏡の鉗子チャンネルに挿通されて手元側からの操作により先端の鉗子片
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が嘴状に開閉される内視鏡用鉗子に関する。
【０００２】
【従来の技術】
内視鏡用鉗子は、一般に、嘴状に開閉自在な鉗子片が可撓性シースの先端に配置され、そ
の可撓性シース内に軸線方向に進退自在に挿通配置された操作ワイヤを進退操作すること
により、鉗子片が開閉駆動されるようになっている。
【０００３】
しかし、内視鏡が挿入不能な気管支深部の分岐等に内視鏡用鉗子を選択的に挿入するため
には、手元側からの遠隔操作によって可撓性シースの先端部分の向きを変えることができ
るようにする必要がある。
【０００４】
そこで、内視鏡の湾曲部と同様の湾曲管機構等を内視鏡用鉗子に設けられれば好都合であ
るが、内視鏡の鉗子チャンネルに挿通して使用される内視鏡用鉗子の径を太くすることは
許されないので、そのような機構を設けることは不可能である。
【０００５】
そこで従来は、可撓性シースの先端部分を粗巻きコイルパイプによって形成し、その先端
部分に手元側から牽引操作される操作ワイヤの先端を取り付けて、操作ワイヤを牽引する
ことにより、可撓性シースの先端部分を所定方向に屈曲させることができるようにしてい
た（実公昭５２－２２１４６号等）。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】
しかし、上述のような従来の内視鏡用鉗子は、先端部分の向きを真っ直ぐの状態から特定
の方向にだけしか変えることができない。
【０００７】
図６は、気管支に挿入された内視鏡９０の鉗子チャンネル９１に内視鏡用鉗子の可撓性シ
ース１が通されて、その先端部分が突出された状態を示しており、気管支の末梢１００は
立体的に右へ左へと分岐しているので、可撓性シース１の先端部分の向きを真っ直ぐの状
態から特定方向にだけしか変えられないと、可撓性シース１の先端の鉗子片３を病変１０
１のある所望の末梢１００に選択的に挿入するのは困難である。
【０００８】
そこで本発明は、実現性のあるシンプルな構成により、先端部分を左右双方向に屈曲させ
て所望の方向に誘導することができる内視鏡用鉗子を提供することを目的とする。
【０００９】
【課題を解決するための手段】
上記の目的を達成するため、本発明の内視鏡用鉗子は、嘴状に開閉自在な鉗子片が可撓性
シースの先端に配置され、可撓性シース内に軸線方向に進退自在に挿通配置された操作ワ
イヤを可撓性シースの基端側から牽引操作することにより鉗子片が閉じられるようにした
内視鏡用鉗子において、可撓性シースの先端近傍部分に所定方向にカーブする曲がり癖を
形成すると共に、鉗子片が閉じる状態よりさらに操作ワイヤを牽引することにより、可撓
性シースの先端近傍部分が曲がり癖の方向と反対方向に屈曲するようにしたものである。
【００１０】
なお、可撓性シースが密着巻きコイルパイプにより形成されていて、曲がり癖によるカー
ブの外周側に位置する部分の素線径が細く形成されていてもよい。
また、可撓性シースの先端近傍部分の内部に、曲がり癖によるカーブの方向及びそれと逆
方向以外の方向への曲がりを規制する曲がり方向規制板が配置されていてもよい。
【００１１】
【発明の実施の形態】
図面を参照して本発明の実施例を説明する。
図１は内視鏡の鉗子チャンネルに通して使用される内視鏡用生検鉗子を示しており、可撓
性シース１は、例えばステンレス鋼線を一定の径で密着巻きしたコイルパイプによって形
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成されている。
【００１２】
可撓性シース１内には、操作ワイヤ２が軸線方向に進退自在に全長にわたって挿通配置さ
れており、操作ワイヤ２を手元側から軸線方向に進退させることによって、可撓性シース
１の先端側に配置された一対の鉗子片３が開閉駆動される。
【００１３】
可撓性シース１の手元側端部（基端部）には、操作ワイヤ２を軸線方向に進退操作するた
めの操作部５０が連結されている。
操作ワイヤ２の基端は、操作部本体５１に対して軸線方向に進退自在なスライダー５２に
連結され、操作部本体５１とスライダー５２とに各々指掛け５３，５４が取り付けられて
おり、スライダー５２を進退操作することにより操作ワイヤ２が進退する。
【００１４】
そして、この実施例の内視鏡用鉗子では、可撓性シース１の先端近傍部分１ａに所定方向
にカーブする曲がり癖が付けられており、Ａで示されるように、操作ワイヤ２をある程度
の力で操作部５０側から牽引操作すると一対の鉗子片３が閉じる。
【００１５】
そして、鉗子片３を閉じる状態よりさらに強い力で操作ワイヤ２を牽引すると、Ｂで示さ
れるように、可撓性シース１の先端近傍部分１ａが曲がり癖の方向と反対方向に屈曲する
ようになっている。
【００１６】
図２は、内視鏡用鉗子の先端部分を示しており、半球カップ状に形成されて向かい合わせ
に配置された一対の鉗子片３が、可撓性シース１の先端に固着された先端支持枠４に、支
軸５によって回動自在に支持されている。
【００１７】
そして、操作ワイヤ２の先端に連結されたパンタグラフ状のリンク機構６が鉗子片３に連
結されていて、操作ワイヤ２を進退操作することによりリンク機構６が作動して、支軸５
を中心に鉗子片３が嘴状に開閉駆動される。
【００１８】
可撓性シース１を形成するコイル素線１０は、可撓性シース１の先端近傍部分１ａ部分に
おいて曲がり癖によるカーブの外周側に位置する部分の素線径が細く形成されている。１
０ａがその細径部分である。
【００１９】
また、可撓性シース１の先端近傍部分１ａの内部には、曲がり癖によるカーブの方向及び
それと逆方向以外の方向への曲がりを規制する曲がり方向規制板１１が、カーブの内周側
位置に配置されている。
【００２０】
この曲がり方向規制板１１の中間部分は、IV－IV断面を図示する図４に示されるように、
カーブ方向と垂直方向に平面を有してカーブと同形状の曲がり癖が付けられている。
【００２１】
また、曲がり方向規制板１１の両端部分は、Ｖ－Ｖ断面を図示する図５に示されるように
、可撓性シース１の断面の内周面に沿う形状に形成されて、溶接等により可撓性シース１
に固着されている。
【００２２】
このような構成により、操作ワイヤ２を操作部５０側から先端側へ押し込むと図１に示さ
れるように一対の鉗子片３が開いた状態になり、操作ワイヤ２を操作部５０側からある程
度の力で牽引すると、図２に示されるように鉗子片３が閉じて組織採取を行うことができ
る。
【００２３】
そして、さらにそれより強い力で操作ワイヤ２を操作部５０側から牽引すると、図３に示
されるように、コイル素線１０の細径部分１０ａどうしが当接するように可撓性シース１
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の先端近傍部分１ａが曲がり癖のカーブと反対方向に屈曲する。
【００２４】
したがって、操作部５０側において操作ワイヤ２を牽引する力を適宜加減することにより
、可撓性シース１の先端近傍部分１ａを左右方向の任意の方向に向けることができる。
【００２５】
その結果、図６に示されるように、気管支に挿入された内視鏡９０の先端から突出された
可撓性シース１の先端の鉗子片３を、立体的に右へ左へと分岐している気管支の末梢１０
０に対して選択的に挿入することができる。
【００２６】
なお、本発明は上記実施例に限定されるものではなく、例えば曲がり方向規制板１１は必
ずしも設ける必要はなく、省略しても差し支えない。また本発明は、内視鏡用の把持鉗子
や鋏鉗子等のように、手元側からの操作によって先端の鉗子片が嘴状に開閉される各種内
視鏡用鉗子に広く適用することができる。
【００２７】
【発明の効果】
本発明によれば、可撓性シースの先端近傍部分に所定方向にカーブする曲がり癖を形成す
ると共に、鉗子片が閉じる状態よりさらに操作ワイヤを牽引することにより、可撓性シー
スの先端近傍部分が曲がり癖の方向と反対方向に屈曲するようにしたので、操作ワイヤを
牽引する力を適宜加減することにより、可撓性シースの先端部分を左右双方向の任意の方
向に向けることができる、実現性のある非常にシンプルな構成により、先端の鉗子片を所
望の方向に誘導することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施例の内視鏡用鉗子の全体構成を示す側面図である。
【図２】本発明の実施例の内視鏡用鉗子の先端部分の側面断面図である。
【図３】本発明の実施例の内視鏡用鉗子の先端部分が遠隔操作によって曲がり癖の方向と
逆方向に曲げられた状態の側面断面図である。
【図４】本発明の図２におけるIV－IV断面図である。
【図５】本発明の図２におけるＶ－Ｖ断面図である。
【図６】内視鏡用鉗子が気管支深部において使用されている状態の略示図である。
【符号の説明】
１　可撓性シース
１ａ　先端近傍部分
２　操作ワイヤ
３　鉗子片
１０　コイル素線
１０ａ　細径部分
１１　曲がり方向規制板
５０　操作部
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